
東
風

い
た
く
吹
く
ら
し

奈
呉
の
海
人
の

釣
す
る
小
舟

漕
ぎ
隠
る
見
ゆ

立
山
に

降
り
置
け
る
雪
を

常
夏
に

見
れ
ど
も
飽
か
ず

神
か
ら
な
ら
し

大
伴
家
持
（
巻
十
七
・
四
〇
一
七
）

大
伴
家
持
（
巻
十
七
・
四
〇
〇
一
）

東
風
が
ひ
ど
く
吹
い
て
い
る
ら
し
い
。
奈
呉
の
海
人
の

釣
り
を
し
て
い
る
小
舟
が
、
波
の
間
を
漕
ぎ
進
む
の
が

見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

立
山
に
降
り
積
も
っ
た
雪
を
夏
の
盛
り
に
見
て
も

見
飽
き
る
こ
と
は
な
い
。
神
の
山
だ
か
ら
に
ち
が
い

な
い
。

万
葉
歌
の
ご
紹
介

あ
ゆ
の
か
ぜ

ふ

な
ご

あ
ま

つ
り

を
ぶ
ね

こ

か
く

み

た
ち
や
ま

ふ

お

ゆ
き

と
こ
な
つ

み

あ

か
む

奈
良
時
代
末
（
七
七
〇
～
七
八
二
）

大
伴
家
持
が
ま
と
め
た
日
本
最
古
の

歌
集
。
天
皇
か
ら
名
も
な
き
人
々
の
歌

四
五
一
六
首
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
元
号
の
「
令
和
」
は
、

万
葉
集
が
出
典
と
な
っ
て
い
ま
す
。

万
葉
集

歌
人
。
越
中
国
守
と
し
て
五
年
間

越
中
国
（
国
府
は
現
在
の
富
山
県
高

岡
市
）
に
在
任
。
万
葉
集
四
五
一
六

首
の
中
に
は
「
越
中
万
葉
」
と
呼
ば

れ
る
三
三
七
首
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

家
持
の
歌
は
二
二
三
首
を
数
え
る
。

六
八
才
で
没
す
。

大
伴
家
持

「東風（あゆのかぜ）」は

「あいのかぜ」とも言われ、

「あいの風とやま鉄道」の

社名の由来となっています。


